
Yokohama Keio Challenger International Tennis Tournament 2025  
supported by Mita Kosan 

ワイルドカード(主催者推薦枠)選考⼤会 
 ⼀般⼥⼦⼤会要項 

 
主催 慶應義塾體育會庭球部 
 
期⽇ 2025 年 10 ⽉ 26 ⽇(⽇) 

※⼥⼦は ALL 慶應⼤会(11/1)も実施しております。両⼤会に重複してエントリー可能で
す。 
 

会場 慶應義塾⼤学蝮⾕テニスコート全 9 ⾯(アウトドアコート 7 ⾯、インドアコート 2 ⾯) 
〒223-0061 神奈川県横浜市港北区⽇吉 4-1-1 
慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス内蝮⾕テニスコート 
 TEL・FAX 045-562-2989 

 
種⽬ 16 ドロー 

※参加⼈数によってドロー数が変更する可能性があります。 
 

参加料 ⼤学⽣: 5,000 円 社会⼈: 7,000 円 中⾼⽣: 4,000 円  
※⼤会参加費は、当⽇の受付時に現⾦でお⽀払い頂きます。 
 

参加賞      現役庭球部員との団体対抗戦（任意） 
チーム構成：1 チーム 5 名（※WC ⼤会参加者からのみチームを編成可能です。）  
⽇程：11/2 
対戦⽅式：ダブルス 2 試合・シングルス 1 試合の計 3 試合  
試合形式：すべて 1 タイブレークセットマッチ (6-6・7) ノーアドバンテージ⽅式 
勝敗決定：3 試合中 2 勝したチームの勝利とする 
※ご希望の⽅々はエントリーフォームにてお知らせください 
 

使⽤球 HEAD PRO 
 
試合⽅式 ・1R-QF：1 タイブレークセットマッチ (6-6・7) ノーアドバンテージ⽅式  

・SF-F：1 タイブレークセットマッチ (6-6・7)   
 
申込要項 (1) Google フォーム 

→https://docs.google.com/forms/d/13f6amJ5DZ7ED6iMI21jmhw4AKi2N-qzPbJ-PyEKhb7w/edit 
(2) エントリー締め切り⽇ 2025 年 10 ⽉ 17 ⽇(⾦) 23:59 まで 
※1 エントリーは先着順で、定員を超えた場合はドロー数を拡⼤する可能性があります。
追加エントリーを募集する場合は、追ってご連絡させて頂きます。 
※2 エントリー締め切り後に⽋場される⽅はキャンセル料を頂きます。キャンセル料は 参
加費と同額になります。キャンセルされる場合は、keioch.unnei@gmail.com までご連絡お願
い致します。 
(3) 試合当⽇に⽋場者が出た場合、⼜は締め切り⽇までにエントリー数がドロー数に 満
たなかった場合に、当⽇エントリーを認めます。 



※3 試合当⽇の試合開始時間 1 時間前から受付を開始し、先着順と致します。尚、⽋場者が
出 な か っ た 場 合 に は 、 当 ⽇ エ ン ト リ ー し て も 試 合 に 出 場 で き な い 可 能 性 が あ り ま             
すので、予めご了承ください。 

 
当⽇の注意点 試合当⽇は、試合開始 15 分前までに受付を済ませてください。受付開始時刻は、試合 

開始の 1 時間前です。 
・ドローと集合時間は各種⽬の前⽇までに HP(https://www.keiochallenger.com/)に記載
します。 
・オーダーオブプレイは試合当⽇に発表します。 
・駐⾞場はありませんので、予めご了承ください。 
 

お問い合わせ 質問がございましたら、keioch.unnei@gmail.com までご連絡ください。 
 
 
※本⼤会の優勝者は、「横浜慶應チャレンジャー国際テニストーナメント 2025」の予選シングルスWC
の権利を得ます。参加意思のある選⼿は、ATP・ITF のサイトから必ず、「横浜慶應チャレンジャー国
際テニストーナメント 2025」へのエントリーをお願いいたします。 
 
＜本⼤会⽇程＞ 

男⼦予選 2025 年 11 ⽉ 16 ⽇(⽇)〜2025 年 11 ⽉ 17 ⽇(⽉) 
本戦 2025 年 11 ⽉ 17 ⽇(⽉)〜2025 年 11 ⽉ 23 ⽇(⽇) 
※ダブルスは本戦のみ、2025 年 11 ⽉ 18 ⽇(⽕)〜2025 年 11 ⽉ 22 ⽇(⼟) 
⼥⼦予選 2025 年 11 ⽉ 24 ⽇(⽉)〜2024 年 11 ⽉ 25 ⽇(⽕) 
本戦 2025 年 11 ⽉ 25 ⽇(⽕)〜2025 年 11 ⽉ 30 ⽇(⽇) 
※ダブルスは本戦のみ、2025 年 11 ⽉ 26 ⽇(⽔)〜2025 年 11 ⽉ 30 ⽇(⽇) 

 
横浜慶應チャレンジャー国際テニストーナメント 2025WC 選考⼤会 

トーナメントディレクター 藤岡源 
 

 
 

 
 
 


